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◇
高
岡
教
区
布
教
団
実
践
運
動
研
修
会
・ 

 
 

青
年
布
教
使
研
修
会
開
催 

去
る
一
月
二
十
八
日
（
木
）
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
お
い
て
、
高
岡

教
区
布
教
団
実
践
運
動
研
修
会
・
青
年
布
教
使
研
修
会
（
併
催
）
が
開

催
さ
れ
た
。
な
お
、
今
回
は
感
染
症
対
策
と
し
て
問
題
提
起
の
後
は

話
し
合
い
法
座
で
は
な
く
全
体
協
議
会
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
仏
教
は
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

～
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
～
」 

 

最
初
の
問
題
提
起
で
は
講
師
の
林
史
樹
さ
ん
（
同
朋
運
動
企
画

副
委
員
長 

伏
木
組
要
願
寺
住
職
）
が
、
感
染
症
と
そ
れ
に
伴
う
差

別
と
い
う
構
造
は
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
く
、
歴
史
の
中
で
た
び
た
び
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
た
。

特
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
は
感
染
力
が
低
く
隔
離
の
意
味
が
な
い

と
判
明
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
富
国
強
兵
政
策
の
下
、
国
策
と

し
て
患
者
を
強
制
隔
離
し
、
療
養
所
と
は
名
ば
か
り
の
劣
悪
な
環
境

下
で
強
制
労
働
や
不
妊
手
術
・
堕
胎
を
強
制
す
る
な
ど
の
非
人
道
的

な
行
為
が
日
常
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
過
程
で
社
会
に
根
付
い
た
差
別

や
偏
見
に
よ
っ
て
未
だ
に
故
郷
に
帰
れ
ず
療
養
所
暮
ら
し
を
さ
れ
て

い
る
元
患
者
の
方
や
、
亡
く
な
っ
て
遺
骨
に
な
っ
て
も
引
き
取
り
を

拒
否
さ
れ
療
養
所
内
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と

を
挙
げ
ら
れ
た
。 

そ
の
上
で
、
人
々
が
互
い
を
監
視
し
、
感
染
者
を
探
し
出
し
て
通

報
し
よ
う
と
す
る
「
患
者
狩
り
」
は
ハ
ン
セ
ン
病
だ
け
で
な
く
現
在

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
も
、
患
者
や
家
族
に
対

す
る
誹
謗
中
傷
や
法
的
根
拠
も
強
制
力
も
な
い
は
ず
の
休
業
要
請
に

従
わ
な
い
店
舗
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
や
通
報
な
ど
の
例
の
よ
う
に
、

全
く
同
様
の
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。 

 

全
体
協
議
会
で
は
「
近
所
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
患
者
が
出
た
が
、

そ
の
家
族
に
対
し
て
『
何
で
出
歩
い
て
い
る
ん
だ
』
と
陰
口
が
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
『
い
つ
ま
で
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
ん
だ
、
早
く
引
っ
越
し
し
て
出
て
い
っ
て
ほ
し
い
』
と
い

う
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
嫌
が
ら
せ
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
ま
で
仲
良
く

し
て
い
た
は
ず
の
近
所
の
人
た
ち
だ
っ
た
。
い
っ
た
い
私
た
ち
が

今
ま
で
築
い
て
き
た
つ
な
が
り
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」 

「
こ
れ
ら
の
問
題
は
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
で
突
然
そ
う
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
く
て
、
元
々
持
っ
て
い
た
も
の
が
表
面
化
し
た
だ
け
で

は
。
私
た
ち
は
昔
か
ら
何
も
進
歩
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
」「
富
山
県
は
浄
土
真
宗
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
は
ず

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
問
題
が
出
た
だ
け
で
、
差
別
が
大
手
を
振
っ

て
当
た
り
前
の
よ
う
に
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。
私
た
ち
が
伝
え
て

き
た
は
ず
の
浄
土
真
宗
の
教
え
の
内
実
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
」
等

の
現
状
の
深
刻
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
厳
し
い
意
見
が
ほ
と
ん
ど
を

占
め
た
。 

講
師
助
言
で
は
、
相
互
監
視
や
相
互
不
信
が
強
ま
る
あ
ま
り
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
諸
行
事
の
中
止
な
ど
の
感
染
症
対
策
が
感
染
を

避
け
る
目
的
な
の
か
人
か
ら
批
判
を
恐
れ
て
や
っ
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
の
教
え
の
受
け
止
め
、
信

仰
の
内
実
が
問
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
「
浄
土
真
宗
の
教
え
は
俗
世

間
の
問
題
と
は
関
係
な
い
」
と
い
う
教
え
の
受
け
止
め
で
は
今
の

状
況
に
苦
し
む
人
々
に
対
し
て
何
も
語
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
と
指
摘
、
人
々
の
現
実
の
苦
悩
に
向
き
合
っ
て
い
く
の
が
仏

教
の
基
本
姿
勢
と
さ
れ
た
。 

そ
の
上
で
、
一
言
に
苦
悩
と
言
っ
て
も
生
老
病
死
の
『
生
存
そ

の
も
の
に
関
わ
る
苦
し
み
＝
生
存
苦
』
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に

伴
う
様
々
な
『
生
活
し
て
い
く
こ
と
の
苦
し
み
＝
生
活
苦
』
の
二

種
が
あ
る
と
さ
れ
、
今
ま
で
の
布
教
は
生
存
苦
と
い
う
こ
と
ば
か

り
に
重
点
を
置
き
、
生
活
に
関
す
る
苦
し
み
と
い
う
こ
と
は
お
ざ

な
り
に
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
か
が

ら
ず
、
布
教
使
と
し
て
何
を
話
す
の
か
を
考
え
る
上
で
生
活
苦
は

外
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
は
な
い
か
と
助
言
さ
れ
た
。 
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◇御同朋の社会をめざす運動のコーナー 

この度、２月１０日（水）に「御同朋の社会をめざす運動」中央委員会が開催されるにあたり、高岡教区

から右のように意見具申を提出いたしましたのでご報告いたします。（以下意見具申全文掲載） 

高岡教区教務所発第 34号 

2021（令和 3）年 1月 28 日 

「御同朋の社会をめざす運動」中央委員会 御中 

高岡教区教務所長 

高岡教区委員会委員長   

森 尾 淳 章    

意見具申について 

 

今般、『「御同朋の社会をめざす運動」の実践に関する宗則』第１２条第５項の規定に基づき、下記の通

り意見具申致しますので、お取り計らい下さいますようお願い申し上げます。 

 

記 

意見について 

① 「子どもたちの笑顔のために募金」が全教団的な取り組みとなっていない現状を分析し、今後の取り組

みの見直しを図ることを求めます。 

 

② 各教区・特区から提出された「意見具申」の内容とその回答を『宗報』等で公開し、全教区・組・寺院

に周知することを求めます。 

 

事由について 

①  2012 年度に基幹運動から「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）へと移行した宗門の運動は、当

初、教区・組が独自に設定した重点プロジェクトの実践目標に基づき推進されていました。しかし、唐

突に方針が転換され、2018 年度に宗派統一の実践目標＜貧困の克服に向けて～Dāna for World Peace

～＞―子どもたちを育むために―が定められました。さらに、その実践目標を中央宗務機関と教区・組

の一体的な運動として推進することを名目に、2019 年 10 月から各教区に重点プロジェクトリーダー、

2020 年度からは組においても重点プロジェクトリーダー（及びサブリーダー）を置くことが示されま

した。高岡教区では、かつて二度にわたり教区専従員、中央・教区・組相談員制度の復活を求める意見

具申を提出しました。運動全体の中心的な役割を担っていた専従員、相談員を廃止しておきながら、制

度が復活しない明確な理由の説明がないまま、今、運動の一部に過ぎない重点プロジェクトのリーダー

を置くことは、宗派の方針として矛盾していると言わざるを得ません。 

このような中央主導の運動方針に、教区・組・寺院の現場は戸惑い、混乱をきたしています。それは



組重点プロジェクト推進助成金の交付が全組の 50％に満たない（2019 年度 47.1%）という実態からも

明らかです。なかでも、「子どもたちの笑顔のために募金」については、第１期（2018年 8月～2020 年

1 月）では募金に応じた寺院が 531 件で全寺院の 5.2%、組では 34 件で全組の 6.5％、第 2 期（2020 年

2 月～2021 年 1 月）では、2020 年 9 月 24 日現在、募金に応じた寺院は 239 件で全寺院の 2.4％、組で

は 17 件で全組の 3.3％にとどまっています。例えば災害に対して短期間に相当額の義援金が寄せられ

ることを考えれば、「子どもたちの笑顔のために募金」の取り組み自体が破たんしていると言わざるを

得ません。宗門統一の実践目標に取り組む意義や必要性が共有されていないのではないでしょうか。こ

のままでは、中央と地方の運動がますます乖離していくのではないかと危惧します。 

以上の事由から、宗門重点プロジェクトの中心である「子どもたちの笑顔のために募金」が全教団的

な取り組みとなっていない現状を早急に分析し、内容の再検討も含めた今後の取り組みを求めます。 

 

②  中央委員会は、「実践運動の総合計画及び年度ごとの重点プロジェクト推進計画を含む実践運動全体

の成果を点検・総括し、また、意見具申及び一般社会の諸課題について協議する」ことが主な所掌事項

とされています。現在の中央委員会は、教団の運動のあり方を点検・総括する場になり得ているのでし

ょうか。宗門の運動体制が上意下達であることは以前から指摘されていますが、現場からの声を吸い上

げる機能を失い、運動が単なる事務処理のように扱われている現状があります。これは中央委員会のみ

ならず、現在の私たちの教団の運動体制が抱える最も深刻な課題といえます。 

宗門の運動体制を上意下達にしないためには、中央委員会での協議を充実させることが重要です。そ

のためには、現場の声を直接中央へ届ける「意見具申」が大切な役割を担います。実践運動が始まった

当初、各教区・特区から頻繁に提出されていた意見具申は、近年は減少の一途を辿っています。意見具

申が出されないのは宗門の運動に異論がないからではなく、意見具申では何も変わらないとのあきらめ

ムードがあるからではないでしょうか。実際に、「教区で何度も協議を重ねて提出した意見具申に対し

て、総局や各部署が『検討する』と言っておきながら何も答えていないのはあまりにも不誠実」との声

も聞かれます。意見具申が、文字通り「意見を申し述べる」だけに終わっている現状があります。教区・

組・寺院の現場からの声が直接反映されない教団運営のあり方は、「結論ありき」との印象を与えます。

そして「結論ありき」で進められる宗門の運動のあり方に異議を申し立てても、「手続きは踏んでいる」

と無視する教団中枢の態度は、「運動」からは最も遠い姿だといえます。私たちは、中央と地方との往

復運動を通して課題を共有し、教区・組・寺院の声を直接反映させる宗門になっていくことを願ってい

ます。 

以上の事由から、中央委員会（中央宗務機関と教区・組・寺院との連携機能）の正常化を実現するた

め、各教区・特区から提出された「意見具申」の内容とその回答を、基幹運動時代の「建議」と同様に

『宗報』等で公開し、教団内でどのようなことが課題になっているのかを全教区・組・寺院に周知する

ことを求めます。                     

以 上 
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

 

◎２／27（土）：本多 昌道氏 

（本願寺派布教使・滋賀教区蒲生下組願證寺住職） 

「沖 島 (滋 賀 県 )にて」  

□２／28（日）：未   定 

                （高岡教区） 

◎３／６（土）：お手紙 

「東 日 本 大 震 災 から 1 0 年  

(菅 原 文 子 さんの手 紙 ) 」  

◎３／13（土）：金沢 豊氏 

（龍谷大学大学院実践真宗学実習助手） 

「傾 聴 ボランティア」  

◎３／14（日）：未   定 

                （富山教区） 

◎３／20（土）：金沢 豊氏 

（龍谷大学大学院実践真宗学実習助手） 

「傾 聴 ボランティア」  

◎３／27（土）：晨 利信氏 

（浄土真宗本願寺派社会部(災害対策担当)部長） 

「宗 門 の災 害 対 策 対 応 について」  

 

【西本願寺高岡会館３月の常例法座】 

ご講師：未 定 

 

ご講題：『 未 定 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どうぞ

お誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（2/14～3/25）◇  

 ２月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

14 

15 

18 

 

21 

24 

25 

 

26 

27 

 

３月 

２ 

14 

18 

25 

常例法座 

常備会 

連区職員研修会 web 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常例法座 

 

 

第 27 回浄青僧全国大会

（18-19日）オンライン 

仏壮ボーリング大会 

ビハーラ研修会 

同朋運動推進者養成研修

会 

少年連盟役員会 

仏婦真宗入門講座 

 

 

寺院女性会役員会 

 

仏婦執行部会 

仏婦常任委員会 

 

     

     

      

    

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 
お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかが

でしょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下

さい。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 
・特大箱（１７０袋）１０，０００円 

・１ 組 （１０袋）   ６００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 


